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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１３０～１５０℃の温度でホットメルトとしてＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着
剤を耐高温性ポリ塩化ビニルフィルム上に塗布するステップと、その後、一連のＵＶラン
プを用いてＵＶ照射により架橋するステップとを含む耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープ
を製造する方法において、
　上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムは、液体ポリマー可塑剤と、固体ポリマー可塑剤
と、熱安定化剤とを含み、
　上記液体ポリマー可塑剤は、液体ポリエチレングリコールアジペートおよび液体ポリプ
ロピレングリコールアジペートからなる群から選ばれる少なくとも一つである、耐高温性
ポリ塩化ビニル粘着テープの製造方法。
【請求項２】
　上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムは、塗布工程の間、冷却により保護される、請求
項１に記載の耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープの製造方法。
【請求項３】
　上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤は、一つ以上の重合性光開始剤とアクリ
レートモノマーとの共重合体、または一つ以上の重合性光開始剤を含有するオリゴマーと
アクリレートポリマーとの混合物を含む、請求項１に記載の耐高温性ポリ塩化ビニル粘着
テープの製造方法。
【請求項４】
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　上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤は、光安定化剤と、粘着付与樹脂とをさ
らに含む、請求項３に記載の耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープの製造方法。
【請求項５】
　上記固体ポリマー可塑剤は、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－アクリル酸メ
チル共重合体、エチレン－アクリル酸エチル共重合体、エチレン－アクリル酸ブチル共重
合体、ニトリルブタジエンゴム粉末、および塩素化ポリエチレンからなる群から選ばれる
少なくとも一つである、請求項１に記載の耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープの製造方法
。
【請求項６】
　上記熱安定化剤は、無鉛の液体または固体バリウム／亜鉛安定化剤、カドミウム／バリ
ウム／亜鉛安定化剤、カルシウム／亜鉛安定化剤および有機錫安定化剤からなる群から選
ばれる少なくとも一つである、請求項１に記載の耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープの製
造方法。
【請求項７】
　上記重合性光開始剤は、メタクリロイルオキシ基またはアクリロイルオキシ基を含有す
るアセトフェノンまたはベンゾフェノン誘導体である、請求項３に記載の耐高温性ポリ塩
化ビニル粘着テープの製造方法。
【請求項８】
　ホットメルト塗布における上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤の塗布量は１
０～３５ｇ／ｍ２である、請求項１に記載の耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープの製造方
法。
【請求項９】
　上記ＵＶランプは、少なくとも１０ｍＪ／ｃｍ２のＵＶ照射エネルギーを有する高圧水
銀ランプ、中低圧水銀ランプまたはＬＥＤランプである、請求項１に記載の耐高温性ポリ
塩化ビニル粘着テープの製造方法。
【請求項１０】
　上記塗布は、スロットダイコート、バーコートまたは押出しラミネートを用いて行われ
る、請求項１に記載の耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープの製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化学工学および化学工業分野に関し、特に、耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テ
ープの製造方法に関し、さらに具体的には、耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムにＵＶ架橋
可能なホットメルト感圧性接着剤を塗布することで粘着テープを製造する方法および製造
工程に関する。上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムは、液体ポリマー可塑剤と、固体ポ
リマー可塑剤と、熱安定化剤とを含有する耐高温性材料である。上記ホットメルト感圧性
接着剤は、１３０～１５０℃で耐高温性ポリ塩化ビニルフィルム上に直接塗布され、その
後、ＵＶ照射により架橋されてポリ塩化ビニル粘着テープを製造することができる。
【背景技術】
【０００２】
　軟質ポリ塩化ビニル（ＳＰＶＣ）フィルムを基材として有する電気感圧性粘着テープは
、優れた機械的特性、難燃性、電気絶縁性、熱変形抵抗および優れた加工性により自動車
、機械製作、器具および家電製品に広く用いられている。しかし、上記ポリ塩化ビニルフ
ィルム基材は、例えば、フタル酸ジオクチル（ＤＯＰ）、フタル酸ジブチル（ＤＢＰ）、
リン酸トリ－ｎ－ブチル（ＴＢＰ）などの低分子量可塑剤を含有し、耐温性に弱い。また
、これらの低分子量可塑剤は、接着層に移動して、上記粘着テープの接着力を減少させ、
産業用途の要件を満たさない。従来のポリマーポリ塩化ビニルは耐高温性を改善している
が、１２０℃を超える温度では塗布が不可能である。
【０００３】
　現在、産業用の軟質ポリ塩化ビニル粘着テープ製品は、軟質ポリ塩化ビニルフィルム上
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に溶剤型ゴム系感圧性接着剤を直接塗布することで製造される。上記溶剤型ゴム系感圧性
接着剤は、多量の有機溶剤、一般にはトルエンを含有する。上記塗布工程の間、上記有機
溶剤の一部分が大気に揮発され、環境汚染を引き起こし得る。上記得られたポリ塩化ビニ
ル粘着テープも、溶剤残渣を含有し、これは使用中に徐々に放出され、自動車の室内環境
などの使用環境汚染を引き起こし、よって、欧州委員会で発行した「電子・電気機器の特
定有害物質の指針（ＲｏＨＳ指針）」の要件を満たさない。また、上記溶剤型ゴム系感圧
性接着剤の塗布工程は、エネルギー消費が高く、塗布装置が占める底面積が大きく、製造
原価が高いという欠点を有している。
【０００４】
　上記ＵＶ架橋性ホットメルト感圧性接着剤は、環境に優しく、小型装置を要し、エネル
ギー消費が低く、よって、生産原価が低い。より重要な点は、このような感圧性接着剤が
さらに良好な耐可塑剤性を有し、ポリマー可塑剤の移動は上記粘着テープの性能を著しく
低下させないというものである。従って、このタイプのホットメルト感圧性接着剤は、広
範囲な産業的要件を満たすことができる。しかし、低分子量可塑剤および従来のポリマー
可塑剤により可塑化されたポリ塩化ビニルフィルムは、不十分な耐温性を有する。塗布の
間、上記ポリ塩化ビニルフィルムの熱の損傷を防止するために、塗布時の温度を低下させ
なければならず、より低いエネルギーを有する紫外線ランプが用いられる。上記塗布温度
が低いと、接着剤の粘度が増加し、流動性が悪くなって塗布ムラの原因となる。これは、
塗布の速度を制限し、製品効率を低下させる。本出願人は、中国発明特許第ＣＮ１０１３
７２６０７Ｂにおいて、ポリ塩化ビニルフィルム上にエマルジョン型感圧性接着剤の使用
を記載したが、接着剤は依然として耐高温性の観点からさらに改善する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記従来技術の問題点を解決するために、新規な耐高温性ポリ塩化ビニル粘
着テープを製造する方法を提供する。上記ＵＶ架橋性ホットメルト接着剤は、さらに良好
な耐高温性を有する。上記方法は、１３０～１５０℃の温度で耐高温性ポリ塩化ビニルフ
ィルム上にＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤を直接塗布し、その後、ＵＶ照射に
より架橋して新規な耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープを製造することを含む。
【０００６】
　本発明による耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープを製造する方法は、１３０～１５０℃
の温度でホットメルトとしてＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤を耐高温性ポリ塩
化ビニルフィルム上に塗布し、その後、一連のＵＶランプを用いてＵＶ照射により架橋し
、ここで、上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムは、液体ポリマー可塑剤と、固体ポリマ
ー可塑剤と、熱安定化剤とを含む。
【０００７】
　また、上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムは、塗布工程の間、冷却により保護され、
上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムが塗布中およびＵＶ照射時に損傷することを防止す
る。
【０００８】
　任意選択で、上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤は、一つ以上の重合性光開
始剤とアクリレートモノマーとの共重合体、または一つ以上の重合性光開始剤を含有する
オリゴマーとアクリレートポリマーとの混合物を含み、ここで、上記アクリレートは、全
ての種類のアクリレートエステル、例えば、ｎ－ブチルアクリレート（ＢＡ）、メチルメ
タクリレート（ＭＭＡ）などを意味する。
【０００９】
　また、上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤は、熱安定化剤と、光安定化剤と
、粘着付与樹脂と、可塑剤とをさらに含む。
【００１０】
　任意選択で、上記液体ポリマー可塑剤は、液体ポリエチレングリコールアジペートおよ
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び液体ポリプロピレングリコールアジペートからなる群から選ばれる少なくとも一つであ
る。
【００１１】
　任意選択で、上記固体ポリマー可塑剤は、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－
アクリル酸メチル共重合体、エチレン－アクリル酸エチル共重合体、エチレン－アクリル
酸ブチル共重合体、ニトリルブタジエンゴム粉末、および塩素化ポリエチレンからなる群
から選ばれる少なくとも一つである。
【００１２】
　任意選択で、上記熱安定化剤は、無鉛の液体または固体バリウム／亜鉛安定化剤、カド
ミウム／バリウム／亜鉛安定化剤、カルシウム／亜鉛安定化剤、および有機錫安定化剤か
らなる群から選ばれる少なくとも一つである。
【００１３】
　任意選択で、上記重合性光開始剤は、メタクリロイルオキシ基またはアクリロイルオキ
シ基を含有するアセトフェノンまたはベンゾフェノン誘導体である。
【００１４】
　任意選択で、ホットメルト塗布におけるＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤の塗
布量は、１０～３５ｇ／ｍ２である。
【００１５】
　任意選択で、上記ＵＶランプは、少なくとも１０ｍＪ／ｃｍ２のＵＶ照射エネルギーを
有する高圧水銀ランプ、中低圧水銀ランプまたはＬＥＤランプである。
【００１６】
　また、上記塗布は、スロットダイコート、バーコートまたは押出しラミネートを用いて
行われる。
【００１７】
　本発明で提供される新規な耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープを製造する方法において
、基材として、耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムが用いられる。上記耐高温性ポリ塩化ビ
ニルフィルムは、主なポリ塩化ビニル樹脂以外に、液体ポリマー可塑剤と、固体ポリマー
可塑剤と、熱安定化剤とも含む。本発明において、上記液体ポリマー可塑剤は、液体ポリ
エチレングリコールアジペート可塑剤および液体ポリプロピレングリコールアジペート可
塑剤が用いられる。上記固体ポリマー可塑剤は、エチレン－酢酸ビニル（ＥＶＡ）共重合
体、エチレン－アクリル酸メチル（ＥＭＡ）共重合体、エチレン－アクリル酸エチル（Ｅ
ＥＡ）共重合体、エチレン－アクリル酸ブチル（ＥＢＡ）共重合体、ニトリルブタジエン
ゴム（ＮＢＲ）粉末、および塩素化ポリエチレン（ＣＰＥ）などが用いられる。上記熱安
定化剤は、無鉛の液体または固体バリウム／亜鉛安定化剤、カドミウム／バリウム／亜鉛
安定化剤、カルシウム／亜鉛安定化剤または有機錫安定化剤が用いられる。また、必要に
応じて、着色剤およびフィラーがさらに用いられる場合もある。
【００１８】
　上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルム基材の使用は、上記粘着テープに対するホットメ
ルト塗布温度を１５０℃まで上昇させることができるので、塗布速度を上げ、生産効率を
向上させることができる。また、上記ポリマー可塑剤が、上記ポリ塩化ビニルフィルムに
添加され、上記フィルム中の可塑剤が接着層への移動を減少させる。即ち、上記粘着テー
プの保管および使用の際、または６０～８０℃の高温での焼き付け後、上記基材から上記
接着層へ少量の可塑剤が移動しても、上記粘着テープの性能は依然として維持され、産業
用途の要件を満たすことができる。従って、本発明の製造方法で製造された上記ポリ塩化
ビニル粘着テープは、環境に優しく、耐高温性、低ＶＯＣおよびその他の優れた性能を有
する。
【００１９】
　上記ＵＶ架橋性ホットメルト感圧性接着剤は、溶剤を含有しないため塗布工程において
溶剤回収システムが必要でなく、そのため、環境保護および省エネの利点を有することが
知られている。通常、上記ホットメルト感圧性接着剤は、スロットダイコート、バーコー
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トまたは押出しラミネートにより塗布される。従来の水性および溶剤型感圧性接着剤用塗
布装置と比較すると、上記ホットメルト感圧性接着剤用塗布装置は、小さな底面積を占め
、作動のためにより少ない労力を必要とするので、生産効率を大幅に改善することができ
る。上記ホットメルト感圧性接着剤の溶融粘度は、非常に重要なパラメータであり、上記
溶融粘度の大きさは、塗布速度に直接影響を及ぼす。現在、当業界で用いられるゴム系ホ
ットメルト感圧性接着剤は、一般に比較的大きい溶融粘度を有する。軟質ポリ塩化ビニル
（ＳＰＶＣ）フィルムが塗布されてＳＰＶＣ粘着テープを製造する場合、複雑な転写塗布
方法（即ち、離型紙が塗布・乾燥された後、接着層がＳＰＶＣフィルムに転写される方法
）を使用しなければならず、簡単で直接塗布する方法は使用できない。直接塗布する工程
の間、塗布速度を高めるためには、上記ゴム系ホットメルト感圧性接着剤の温度を１５０
℃以上に上昇させるか、粘度をより低くして、通常の塗布を行うことができる（最も一般
的な方法）。しかし、塗布時の接着剤の温度増加は、高温に耐えられない基材（特に、Ｓ
ＰＶＣ基材）を破壊して熱変形または熱分解をもたらし、かつ、接着剤の不安定化を増加
させるなどの多くの否定的な影響を有するであろう。本発明で用いられるＵＶ架橋可能な
ホットメルト感圧性接着剤は、ゴム系ホットメルト感圧性接着剤よりも低い溶融粘度を有
し、軟質ポリ塩化ビニルフィルム基材を破壊することなく、低温（１３０～１５０℃）で
ＳＰＶＣ基材上に直接塗布され得る。また、本発明において、上記ＳＰＶＣ基材は、上記
塗布工程の間に冷却され、保護の目的をさらに達成する。
【００２０】
　公知のＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤の主要成分は、アクリレートモノマー
とそれらの共重合体との混合物である。上記アクリレートモノマーのうち、通常用いられ
るｎ－ブチルアクリレート、アクリル酸イソオクチル、アクリル酸、メタクリル酸、アク
リル酸ヒドロキシエチル、およびアクリル酸ヒドロキシプロピル以外に、メタクリルアミ
ド、Ｎ－ヒドロキシメタクリルアミド、Ｎ－ブトキシアクリルアミド、およびβ－ＣＥＡ
などの特殊なモノマーが用いられてもよい。ｎ－オクチルアクリレート、マレイン酸ジブ
チル、マレイン酸ジオクチル、およびアクリル酸ノルボルニル、またはそれらの混合物な
どの他の特殊な軟質モノマーが用いられる場合もある。接着力を高めるために、例えば、
ロジン樹脂、テルペン樹脂、石油樹脂またはそれらの相応する水素化若しくはエステル化
変性樹脂などの粘着付与樹脂が用いられてもよい。上記接着剤の劣化を防止するために、
適量の酸化防止剤が添加されるのが一般的である。上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧
性接着剤は、一つ以上の光開始剤をさらに含有する必要がある。最も一般に用いられる光
開始剤は、アセトフェノンおよびベンゾフェノンの誘導体を含む。上記光開始剤は、紫外
線の照射の下、より具体的には、ＵＶＣ照射の下でラジカル基を生成して、上記接着剤の
アクリレートモノマーをさらに重合させ、上記アクリレートポリマーを架橋して硬化させ
る。
【００２１】
　本発明で用いられるＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤の組成物において、上記
成分以外に、一つ以上の重合性光開始剤とアクリレートモノマーとの共重合体、または一
つ以上の重合性光開始剤を含有するオリゴマーとアクリレートポリマーとの混合物をさら
に含有し得る。上記重合性光開始剤は、メタクリロイルオキシ基またはアクリロイルオキ
シ基を含有するアセトフェノンまたはベンゾフェノン誘導体、例えば、２－ヒドロキシ－
４－（メタクリロイルオキシ）ベンゾフェノンである。従って、重合性光開始剤を含有す
るオリゴマーは、上記ホットメルト接着剤の粘度をより低くすることができ、これにより
、塗布温度を下げ、上記ポリ塩化ビニル基材をさらに良好に保護することができる。上記
ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤の組成物における高分子量光開始剤の使用は、
上記接着層の揮発性をさらに下げることができるので、上記粘着テープが環境保護の要件
を十分に満たすことができる。
【００２２】
　本発明で提供される新規な耐高温性ポリ塩化ビニル粘着テープを製造する方法は、スロ
ットダイコート、バーコートまたは押出しラミネート工程におけるホットメルトコーター
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により行われる。上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルム基材は、巻き出しローラに取り付
けられ、巻き取りローラに導かれる。上記接着剤溶融オーブンの温度は１３０～１４０℃
に設定され、上記塗布ヘッドの温度は１３０～１５０℃に設定され、適用される上記接着
剤の重量に応じて主機の速度に対する接着剤ポンプの回転速度の比を調節する。巻取張力
および巻出張力が設定され、冷却ユニットが開始される。上記主機の速度が調節され、塗
布ヘッドが徐々に移動して、上記ポリ塩化ビニルフィルムの表面に近接する。上記接着剤
ポンプが開放され、塗布が開始される。上記塗布ヘッドと基材との間の隙間が調節され、
上記コーターの速度が調節されて塗布される。本発明において、上記ホットメルト接着剤
は、１０～３５ｇ／ｍ２の量で塗布される。上記接着層は、一連のＵＶランプを用いてＵ
Ｖ照射により架橋されて硬化される。本発明で用いられるＵＶランプは、最小ＵＶ照射エ
ネルギーが１０ｍＪ／ｃｍ２に達する高圧水銀ランプ、中低圧水銀ランプまたはＬＥＤラ
ンプである。上記架橋および硬化した粘着テープが巻き取られて耐高温性ポリ塩化ビニル
粘着テープ製品を得るために、切断される。上記ポリ塩化ビニルフィルム基材が塗布工程
中のＵＶ照射時に損傷することを防止するために、上記ポリ塩化ビニルフィルムは冷却に
より保護すべきである。本発明で採用された冷却方法は、水冷または空冷であってもよく
、また水冷および空冷両方とも同時に使用してもよい。
【００２３】
　性能テスト：製造されたＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤が上記方法により０
．１５ｍｍの厚さを有するポリ塩化ビニルフィルム基材にホットメルトとして塗布され、
２０μｍの厚さを有する接着層を持つ電気感圧性粘着テープの小さなロールが得られる。
８時間６０℃で経時した後、接着性を下記基準によってテストする。１）中華人民共和国
国家標準ＧＢ／Ｔ２７９２－１９８８に準じて１８０℃剥離強度をテストする。２）中華
人民共和国国家標準ＧＢ／４８５２－１９８４に準じて粘着テープの初期接着性能をテス
トする。３）ＶＷ６０３６０（ＬＶ３１２）に準じて耐高温性レベルを評価する。また、
４）中華人民共和国国家標準ＧＢ／Ｔ４５８１－１９８８に準じて粘着テープの接着力維
持をテストする。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施例および比較例を詳細に記載する。実施例は、本発明が属する技術
分野の当業者に本発明をさらに明らかにするために提供され、本明細書の説明に基づいて
本発明を実施できるように提供される。特定の実施例は、本発明に限定されず、本発明の
範囲は、添付の請求範囲によって限定される。
【００２５】
　本発明に提供される実施例および比較例において、下記ポリ塩化ビニルフィルムがそれ
ぞれ用いられる。
【００２６】
　１．重量％で含む、以下の組成物を有する耐高温性ポリ塩化ビニルフィルム：
　ＳＧ－３ポリ塩化ビニル樹脂　　　　　　　　　　　５７．５％
　エチレングリコールアジペート可塑剤　　　　　　　２５％
　エチレン－メタクリレート－カルボニルポリマー　　４％
　ニトリルブタジエンゴム粉末　　　　　　　　　　　１．５％
　液体バリウム／亜鉛安定化剤　　　　　　　　　　　２％
　炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
　上記原料は混合され、次いで高速混合機で混合され、高温にてオープンミルで粉砕され
、押出機により押し出され、３本ロールまたは４本ロールカレンダーにより高温で圧延さ
れてポリ塩化ビニルフィルムを製造する。
【００２７】
　２．通常、ＤＯＰ可塑剤を含有するポリ塩化ビニルフィルムが市販されている。
　実施例１
　ｎ－ブチルアクリレート、アクリル酸イソオクチル、メチルアクリレート、およびアク
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リル酸と共重合可能な光開始剤のアクリレート共重合体を上述の方法により上記耐高温性
ポリ塩化ビニルフィルムに塗布してポリ塩化ビニル粘着テープを製造した。塗布温度は１
４０℃であった。
【００２８】
　実施例２
　ｎ－ブチルアクリレートおよびアクリル酸と共重合可能な光開始剤のアクリレート共重
合体を上述の方法により上記耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムに塗布してポリ塩化ビニル
粘着テープを製造した。塗布温度は１４０℃であった。
【００２９】
　実施例３
　上述した耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムに、２０％のｎ－ブチルアクリレートおよび
アクリル酸と共重合可能な光開始剤オリゴマーと、８０％のアクリレートポリマーとを含
む混合物を上述の方法により塗布してポリ塩化ビニル粘着テープを製造した。塗布温度は
１３０℃であった。
【００３０】
　比較例１
　ｎ－ブチルアクリレート、アクリル酸イソオクチル、メチルアクリレート、およびアク
リル酸と共重合可能な光開始剤のアクリレート共重合体を、ＤＯＰ可塑剤を含有するポリ
塩化ビニルフィルムに直接塗布する場合、上記フィルムは損傷し得る。従って、上記比較
例において、転写塗布が採用され、即ち、まずアクリレート共重合体を離型紙に塗布した
後、ＤＯＰ可塑剤を含有するポリ塩化ビニルフィルムに転写した。塗布温度は１４０℃で
あった。
【００３１】
　比較例２
　現在、当該分野で用いられている自動車用ワイヤーハーネス用のポリ塩化ビニル粘着テ
ープは、Ｈｕａｘｉａ粘着テープＦＣ１１０（Ｈｅｂｅｉ Ｈｕａｘｉａ Ｅｎｔｅｒｐｒ
ｉｓｅ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製の自動車用ワイヤーハーネス用の耐高温性ＰＶＣ粘着テープ
）である。用いられる接着剤は、溶剤型ゴム系のものであり、用いられるポリ塩化ビニル
フィルムは、耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムである。
【００３２】
　比較例３
　現在、当該分野で用いられている自動車用ワイヤーハーネス用のポリ塩化ビニル粘着テ
ープは、Ｈｕａｘｉａ粘着テープＵＤ１１０（Ｈｅｂｅｉ Ｈｕａｘｉａ Ｅｎｔｅｒｐｒ
ｉｓｅ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製の自動車用ワイヤーハーネス用のＰＶＣ粘着テープ）である
。用いられる接着剤は、溶剤型ゴム系のものであり、用いられたポリ塩化ビニルフィルム
は、ＤＯＰ可塑剤を含有するポリ塩化ビニルフィルムである。
【００３３】
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【表１】

【００３４】
　表１の実施例１～３の性能データから、上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤
は、１２５℃の耐温性レベルに達するポリ塩化ビニル粘着テープの耐高温性を顕著に改善
できることを確認することができる。溶剤型ゴムで製造された粘着テープは、１０５℃の
耐高温性レベル（比較例２）を有する。比較例１および３のテスト結果から分かるように
、ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤が、上記溶剤型ゴムよりもよくはない低分子
量可塑剤に対する耐性を有する。一般に、上記ＵＶ架橋可能なホットメルト感圧性接着剤
は、ポリマー可塑剤を含有する耐高温性ポリ塩化ビニルフィルムに適用することが好まし
く、作製された粘着テープは産業応用規格を満たす。また、上記粘着テープは、耐高温性
に優れ、ケーブル束のラッピングおよび結束に適しており、特に、自動車車体のケーブル
束のラッピングおよび結束に好ましい。
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